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2004 年から 2013 年の文献である。
Ⅲ．結果
2004 年から 2013 年の 10 年間の歯科保健に関する原著
論文を 21 件抽出した（表 1）。内容別に分類すると，「乳幼
児の歯科保健について」が 12 件，「母親の歯科保健につい






















究が 11 件，質的研究が 1 件であった。年代別にみると，
2010 年から 2012 年に発表されたものが多かった。内容別
にみると，母親の育児意識・養育状況が大きく影響する


























た産科では月平均 100 件前後の出産数であるが，2005 年
5 月から 2007 年 7 月の約 2 年間で，出産後に歯科健診を
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